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小学校の音楽科における歌唱共通教材のあり方について
石井　宏美※ 1　虫明　眞砂子※ 2
　日本の唱歌やわらべうたが含まれる歌唱共通教材のあり方について、小学生への歌唱共通教材に対する印象調
査を踏まえて考察した。その結果、①低学年では身近な内容の歌唱教材が重要であること②低学年・中学年では、
歌詞への関心が高いこと③高学年ではメロディやリズムへの関心が高いこと④曲に対する好みは、同じ学年では
類似していることの 4点が明らかになった。これらの結果を踏まえて、教師は児童の興味・関心に目を向けた学
習を展開すること、歌詞に関心が向けられる歌唱指導を行うこと、「音楽文化の継承」として大人が子どもへ残
していきたい唱歌だけでなく、児童がこれからも歌っていきたいと主体的に感じる唱歌との出会いを大切に、歌
唱共通教材として 24曲の指定の枠にとらわれず幅広く唱歌を取り入れることが重要である。
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Ⅰ．はじめに
　小学校の音楽授業で扱われる歌唱共通教材には、日
本の四季や風景を歌ったものが多い。歌唱共通教材
の中で多数を占める唱歌の多くは、いわゆる文部省
唱歌として、明治期より今日まで、音楽教科書の中
で取り扱われている。これらの曲に触れるとどこか
懐かしさを感じ、日本古来の風景を眺めてみたいと
いう気持ちが湧きあがってくる。逆に、これらの曲
の中には、現代の子どもたちが目にしたことのない
情景が描かれている曲も増え、時代の変遷とともに
歌われなくなった唱歌も多数存在し、興味関心を示
さない児童生徒も増えている。
　平成 20年 3月に告示された新学習指導要領では、
歌唱共通教材の取り扱いを増やすことが示された。そ
れによって今後、学校教育の場で多数の唱歌を含む
歌唱共通教材が歌われる機会が増えていくと考えら
れる。そこで、多くの唱歌が含まれる歌唱共通教材
が小学校音楽科で教材としてどのように扱われるべ
きかに関して、再考する必要があると考える。これ
まで唱歌に関しては、「児童の感覚に合わないのでは
ないか」という意見も多く、扱い方の是非について
の意見も交わされてきた 1。また、多くの研究は研究
者や作曲家などの考えをもとにして結論付けられて
おり、歌唱する児童が歌唱共通教材をどのように捉
えているかという側面から研究を進めているものは
少ない。そのため今回、歌唱共通教材に対する小学
生の印象調査を実施した。
　本稿では、まず、歌唱共通教材に対するこれまで
の捉え方について考察する。次に、歌唱共通教材に
対する小学生の印象調査の結果をもとに、これから
の小学校音楽科における歌唱共通教材のあり方につ
いて検討する。
Ⅱ．歌唱共通教材の捉え方
1．小学校学習指導要領の変遷
　小学校学習指導要領が文部省から初めて出された
のは、昭和 22年のことである。それから計 6回の全
面改訂が行われており、平成 20年告示の小学校学習
指導要領は 7回目の全面改定となる。昭和 22年と昭
和 26年の小学校学習指導要領は試案として出されて
おり、法的拘束力を持つようになったのは昭和 33年
告示のものからである。それと同時に、唱歌を主と
する歌唱共通教材が初めて設定された。昭和 33年の
告示から平成 20年告示までの学習指導要領における
歌唱共通教材を含む、歌唱教材の取り扱われ方の変
遷を表 1に、歌唱共通教材の曲目の変遷を表 2に示す。
　現在、歌唱共通教材に指定されている唱歌のほと
んどが『尋常小学読本唱歌』と『尋常小学唱歌』か
ら取り上げられている。唱歌とは、伝統音楽の要素
を一部に取り入れて日本人に受け入れやすい形に直
した洋楽スタイルの歌である。文部省唱歌は、明治
43年に文部省が自ら編集し、刊行した『尋常小学読
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本唱歌』、翌年から編集しなおして順次刊行した『尋
常小学唱歌』に掲載されたものをいう。これらは、
基本的には言文一致唱歌のスタイルを踏襲している。
言文一致唱歌とは、子どもたちの感覚に近い口語体の
詩で作られており音階はヨナ抜き音階を主とし、そ
の他にもメロディやリズムなど音楽的にも唱歌のス
タイルを確立したものである 2。
　それら中で、「うみ」と「かくれんぼ」は昭和 16
年 4月から施行された国民学校芸能科音楽の教科書
『ウタノホン上』（初等科第 1学年用）に新作掲載さ
れたものであるが、文部省が著作・発行したもので
あるため、この 2曲もまた文部省唱歌と分類されて
いる。また、第 4学年の教材である「とんび」は大
正 8年発行の『大正少年唱歌』に発表されたもので
あり、唱歌のうちの 1曲であるが、文部省唱歌では
ない。以上のことを踏まえ、本稿では、文部省唱歌
と文部省唱歌ではない唱歌をまとめて「唱歌」と表
記する。これらの歌唱共通教材は、昭和 33年に「文
部省著作の歌曲や日本民謡から特に児童に親しまれ
てきたもの、しかも家庭や社会で親、兄弟やおとな、
としよりとともに楽しく歌えるなつかしいもの 3」と
いう趣旨で選ばれている。このような趣旨によって
選ばれた歌唱共通教材は、現在では取り扱われてい
ないものもある。その理由として、「村のかじや」に
ついては「文語体と生産方法が転換した現代には通
用しない 4」ということであった。その他の教科書か
ら消えてしまった唱歌にも同様な理由が考えられる。
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表 1、表 2に見られる学習指導要領の変遷から、特徴
を 3点挙げることができる。
1）年間に歌う曲数の変化
　昭和 33年と昭和 43年告示では、年間最低曲数が
それぞれ学年により異なるが、11～ 17曲、11～ 18
曲と明記されているが、昭和 52年と平成元年告示
では、11～ 16曲「程度」という記述に変化し、平
成 10年告示以降は曲数の指定は削除されている。平
成 10年告示から 4曲中 2曲または 3曲という記述に
変更されたのは、「学校や児童の実態等に応じて弾力
的な指導が行われる 5」ようにするために音楽科にお
ける内容の厳選が行われた影響と考えられる。また、
ゆとり教育の考え方によるものであるといえる。曲
数の指定が削除されたことにより、音楽の授業にお
いて、共通教材を扱った歌唱授業は減少したのでは
ないかと考えられる。
2）昭和 52年告示と平成元年告示における「わらべ
うた」や「日本古謡」の重視
　昭和 52年告示の学習指導要領では、大幅な曲の変
更が行われている。それには、「歌唱共通教材のうち
のわらべうたや日本古謡の指導に当たっては、それ
らの教材と関連して、それぞれの地方に伝承されて
いるわらべうたなどを適宜取り上げるように配慮す
る必要がある 6」と述べられており、この年に初めて
「わらべうた」について言及され、そのねらいについ
ては、次のように示されている 7。
この趣旨から歌唱共通教材に「ひらいたひらいた（わ
らべ歌）」（1年）「かくれんぼ」（2年）「うさぎ（日
本古謡）」（3年）を新たに加え、これらの曲が「それ
ぞれの地方に伝承されているわらべうたなどに興味・
関心を呼び起こすきっかけとしての意味をもつ 8」と
記述されている。昭和 52年告示の学習指導要領では、
教材選定の重要さとその教材を形成する音楽の質の
問題が述べられていることから、唱歌に偏らない、幅
広い音楽に目を向けていったといえる。この傾向は、
第 2学年で童謡「夕やけこやけ」が初めて取り入れ
られたことからもわかる。
　平成元年告示の学習指導要領では、歌唱共通教材
を各学年 4曲中 3曲選択して扱うように指示された。
選択する 3曲の中には「わらべうた」や「日本古謡」
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を含めるようにすることと明記された。また、第 6
学年にも初めて「越天楽今様」が取り入れられ、第 2
学年の「かくれんぼ」は、わらべうた風に作られた
文部省唱歌ではあるが、それも含めると各学年に 1
曲ずつ「わらべうた」や「日本古謡」が歌唱共通教
材に指定されたということになる。これらのことか
ら、昭和 52年告示のものから継続して、「わらべうた」
と「日本古謡」の重視が図られていることがわかる。
一方、昭和 52年告示では消されていた唱歌 4曲「か
たつむり」「茶つみ」「こいのぼり」「われは海の子」
が再び取り扱われるようになった。昭和 52年告示で
は、昭和 43年告示で示されていた 9曲の唱歌が削減
された経緯がある。このことに対して、「『文部省唱歌』
復活への要望や動き 9」があったことが影響したこと
も考えられ、「わらべうた」や「日本古謡」とともに、
唱歌の重要性が再認識されたといえる。
3）平成 20年告示における歌唱共通教材の充実
　平成元年告示の学習指導要領まで、「わらべうた」
や「日本古謡」に重点を置いていたが、平成 10年告
示の学習指導要領ではそれ程強調されていない。前
述したように、平成 10年告示の学習指導要領には「ゆ
とり教育」の考えが大きく影響していると考えられ、
それに伴い、歌う曲数の指定もなくなり、明確な記
述として残っているものは歌唱共通教材の指定のみ
となっている。平成 20年告示の学習指導要領におい
ては、歌唱共通教材の充実が音楽科改訂の要点とし
て明確に挙げられていることから、歌唱共通教材の
取り扱いが増えている。その背景として以下のこと
が考えられる。平成 20年告示の新学習指導要領音楽
科改善の基本方針の一つに次の項目がある 10。
基本方針にある「我が国の音楽文化に愛着をもつ」は、
歌唱共通教材の充実につながったといえるが、これ
までにおいても「日本のよき音楽文化を世代を超え
て歌い継ぐ 11」ことが共通教材の設定理由やねらい
の一つとして含まれており、その方針がより強化さ
れたといえよう。さらに、教育基本法が約 60年ぶり
に改正された影響も考えられるのではないだろうか。
教育基本法第 2条「教育の目標」の第 5号では「伝
統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国
と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会
の平和と発展に寄与する態度を養うこと 12」とある。
これは今回の改正で新たに設けられた条文で、「伝統
と文化の尊重」の重要さが述べられている。これは、
平成 20年音楽科改訂の基本方針にある「我が国の音
楽文化に愛着をもつ 13」という文言に影響を与え、我
が国の伝統や郷土を愛する気持ち、誇りに思う気持
ちを育てるための音楽科における方法の一つとして、
歌唱共通教材について学習することが重要であると
考えられたといえる。
2．唱歌の捉え方について
　歌唱共通教材の大半を占める唱歌に対する見方は、
肯定派、中立派、否定派の 3つに分類することがで
きる（表 3）。肯定派は、唱歌を学習することによって、
「日本の四季の美しさや文化や伝統を知ることができ
る」という、主に唱歌の持つ文化的な面を強調して
いる。また、「人としてのあり方を伝えることも可能」
と述べられており、このことは即ち道徳性の育成に
ついての言及であると捉えることができる。さらに、
「世代を超えた共通の音楽文化を形成すること」につ
いては、昭和 33年告示で初めて歌唱共通教材が設
定された際の曲選択の基準である「児童に親しまれ
ているもの、しかも家庭や社会で親、兄弟やおとな、
としよりとともに楽しく歌えるなつかしいもの 14」と
いう考えが現在も反映されているといえる。以上の
ように、肯定的な意見は、文部科学省が意図してい
る唱歌および歌唱共通教材の学習のねらいすなわち、
「音楽文化の継承」に沿ったものとなっている。
　中立派は、児童に歌唱共通教材として楽曲を与える
ならば、「『音楽』として真に優れていることが大事
である」という考えから、唱歌を「音楽」として見
た際、音楽的に優れている楽曲とそうではない曲が
あると主張している。さらに、歌唱共通教材として
児童に与える際、重視すべき点として真に優れた「音
楽」であると同時に、「子どもの観点に立つこと」の
重要さをあげている。
　否定派は、肯定派が述べている「音楽文化の継承」
という見方を批判している。唱歌は「大人の懐古的
趣味」であるとも述べており、児童が学ぶ教材であ
るにもかかわらず、大人側の主張や考えのみで歌唱
共通教材を扱っていると批判している。ここにおい
ても、中立派の意見と同様に、「子どもの側に立って
新鮮な教材を提供すること」という視点が強調され
ている。このことは、「子どもの観点」がこれまで歌
唱共通教材に取り入れられていなかったということ
を意味している。
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　文部科学省が歌唱共通教材および唱歌を設定して
いる目的は、一貫して「日本の音楽文化の継承」で
ある。平成 20年告示の小学校学習指導要領音楽科で
示された歌唱共通教材充実の理由が、「我が国の伝統
や郷土を愛する気持ちや誇りに思う気持ちを育てる
ため」にあるとすれば、道徳や文化にねらいを置い
ているといえる。しかし、これは中立派意見と否定
派意見による唱歌に対する批判の一因でもある。次
章では、児童の側から見た唱歌を検証することによっ
て、その魅力や問題点を明らかにする。
Ⅲ．小学生に対する唱歌の印象調査と考察 15
1．調査の概要
[目的 ]　 歌唱共通教材を児童がどのように捉えてい
るのかを探る。
[対象 ]　 岡山県内の I小学校 1年生～ 6年生　　　
計 58名（2009年 10月 14日調査）
[方法 ]　　
① 演奏前にそれぞれの曲の簡単な説明を行う。演奏曲
順は季節や一日の時間の経過を考慮して決定した。
② 各学年 45分の授業時間の中で各学年に指定されて
いる歌唱共通教材 4曲ずつをピアノ伴奏に合わせ
て石井が歌う。低学年、中学年、高学年と 3つの
クラスに分け、それぞれ 8曲ずつ演奏を行った。
③ 児童はそれを聴き、思ったことや感じたことをア
ンケート用紙に記入する。
備考：1年生と 2年生に対しては、記述が十分にでき
ないことが考えられたため、アンケート内容を 3年
生以降のものとは異なるものを用意し、口頭での質
問を多くとるようにした。全学年において調査中の
様子はビデオカメラで撮影をし、児童の表情や発言
も記録することにより、アンケート以外からも情報
を得ることができるようにした。
[内　　容 ]　　
選択式、記述式の両方からなるアンケートを作成し
た。内容の概略は以下のとおりである。
備考：3年生以降のアンケートでは、問 5で、感情
表現の形容詞リストを作成し、選択項目に設定した。
語句の選択については、中村明著『感情表現辞典』16
を参考に作成した。中村は、喜・怒・哀・楽の感情
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の 4区分をさらに細かく区分し、喜・怒・哀・怖・恥・
好・厭・昂・安・驚という 10類の感情を示している。
これらの語句から、児童にとって理解が容易にでき、
10類それぞれの区分を分かりやすく表現しているも
の、さらには、Farnsworthの形容詞リスト 17を参考
に、音楽感受の言葉としてできる限り相応しいもの
を選択した 18。また、上記アンケートのほか、児童の
曲に対する捉え方を知るために、各学年 4曲の好悪
を挙手の形で調査した。
 [使用楽譜 ]　　  
・ 初等科音楽教育研究会（2004）『改訂新版　初等科
音楽教育法　 学校教員養成課程用』 音楽之友社　
・ 教育芸術社（1998）『小学生の音楽 1～ 6指導書　
伴奏編』
2．小学生への印象調査結果のまとめと考察
アンケート調査より、I小学校の歌唱共通教材 24曲
の傾向をまとめる（表 4）。
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調査結果から以下の事柄が明らかとなった。
①低学年の歌唱教材は、児童にとって身近な内容の
教材を扱うことが大切である。
　低学年児童は自分の経験や日常で起こる事柄を曲
と結び付けて感受していることがわかった。第 1学
年の教材「うみ」について、好きな理由を「海に釣
りに行ったことがあるから」、第 2学年の教材「春が
きた」については「春は桜が咲くから」「お父さんと
散歩ができるから」、「虫のこえ」では「虫が好きだ
から」など、日常での自分自身の経験や感情を曲に
重ねている。また、第 1学年の教材「かたつむり」「ひ
らいたひらいた」については、調査時の児童の様子
から曲に馴染みがあるということがわかった。
　また、低学年における生活科では、「子どもが自分
なりに実経験を通して獲得した、実感を伴った気付き
を、『知的な気付き』として重要視 19」している。これは、
音楽科においても生かされるべき重要な視点である。
児童が日常生活で得た経験や気づきが曲に生かされ、
また曲から得たことを日常で体験することにより実
感の伴った学習になる。「かたつむり」を例に挙げて
述べると、言葉にある「つの、やり、めだま」は同
じものを指しているということについて児童はかた
つむりを観察することにより知ることができる。ま
た、かたつむりは目に触れると角を体に隠してしま
う。「つの出せ、やり出せ」と歌うのは、隠してしまっ
た角を出すように呼びかけているためだと気づくこ
ともできる。このように、日常生活との関連を図る
ことにより教材が児童にとって意味のあるものとな
る。特に低学年において歌唱共通教材は児童にとっ
て身近な内容を扱ったものであることが重要である
と考える。これは生活の中に音楽を感じることがで
きる重要な視点である。
　歌唱共通教材、唱歌が批判される主な理由は、「子
どもたちの生活現実に合わない 20」というものである。
しかし、調査結果をみると、児童は曲を自分自身の
感覚で感受していることがわかる。また、一部の曲
を除く低学年歌唱共通教材は、児童の日常生活と関
連を図ることが可能な児童にとって身近な教材であ
るということが明らかとなった。すなわち、唱歌批
判の主な理由である「子どもたちの生活現実に合わ
ない」という考えは低学年の教材において、ずれが
生じているといえる。
②第 1学年から第 4学年までの曲について、児童は
歌詞（言葉）に関心をもつ傾向がある。
　第 1学年から第 4学年の教材について、児童はメ
ロディやリズムのみでなく言葉にも着目して聴取し
ているということがわかった。問題点として言葉の
難しさを挙げている児童も存在したが、曲を聴く中
で言葉に注目し、言葉の中に魅力を感じていた児童
も存在していたのである。「歌は、『ことば』と『音』
とから成っている 21。」わたしたちは、言葉をメロディ
にのせて歌う。声に出して歌う言葉が、魅力のない
ものであるならば歌う価値を見出すことは難しい。
　また、現行の音楽科教科書 22の言葉説明の記載を
比較すると、第 5学年及び第 6学年の歌唱共通教材
には各々の曲の中で言葉の意味説明が非常に多いの
に対して、第 1～ 4学年の歌唱共通教材には言葉の
意味説明が少ない。このことは、第 4学年までの歌
唱共通教材は言葉の意味が比較的わかりやすいこと
を示しているといえる。言葉の意味がわかりやすかっ
たために言葉に着目して聴取することができたと考
えられる。
③第 5学年及び第 6学年の曲について、児童はメロ
ディやリズムに関心をもっている傾向にある。
　第 4学年までの曲とは対照的に高学年の曲につい
て児童は、メロディやリズムに関心をもっているこ
とがわかった。児童は、言葉からではなく曲の題名
やメロディやリズムから情景を感じ取って曲を評価
していると考えられる。
　一方、第 5学年及び、第 6学年の歌唱共通教材に
おいて全体的に言葉への関心がみられなかったこと
は考慮すべき点であろう。各々の曲に対して、言葉
の意味のわかりにくさを問題点として多くの児童が
挙げており、曲の良さとして言葉に着目している者
は少ない。第 4学年までの曲とは異なり、文語調の
詩が児童にわかりにくさを感じさせているというこ
とがわかる。前述した、「子どもたちの生活現実に合
わない」という批判の一つの根拠として、「詩が文語
調 23」であることが挙げられる。言葉が日常で使用す
るものと異なるため、児童にとって現実味のない、理
解が困難なものとなっているというのである。また、
歌いたい曲として選ばれている「こいのぼり」「冬げ
しき」「おぼろ月夜」「ふるさと」についても言葉への
着目が少ない。これは歌唱共通教材の表現をどう深め
ていくかという点において、重要な問題であるといえ
る。言葉の意味は音楽科の教科書に説明があるため、
容易に知ることができる。しかし、それだけでは本
当に曲の良さを感じ取ることができるとはいえない。
これらの問題点を解決する方策として、国語科との
連携が挙げられるのではないだろうか。平成 20年改
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訂の小学校学習指導要領国語編において新たな事項
が設けられた。「伝統的な言語文化に関する指導の重
視 24」である。低学年から高学年まで、段階を追って
我が国の伝統的な言語文化を学習しようとするもの
である。文語調の文章や古文は児童にとって初めて
触れるものである。前述したように歌唱共通教材の
詩も文語調のものが多くあり、特に第 5学年及び第
6学年の教材は文語調の詩の中でも難しいものが多く
含まれている。この教材の詩を国語科で扱うことに
より、単なる文章ではない詩の魅力を知ることがで
きる。特に、国語科の言語文化の学習内容において、
文語調の短歌や俳句の「七音五音を中心としたリズ
ムから国語の美しい響きを感じ取る 25」ことが明記さ
れている。歌唱共通教材も七・五調の詩をはじめと
したリズムのある定型詩が多い。単に言葉の意味を
知るだけにとどまらず、国語科において、詩の美し
さを感じ取り、音楽科において学習した詩をメロディ
に乗せて歌うことにより、言語文化により親しみを持
つことができると考えられる。音楽科においても言
葉の魅力を知ることにより、歌としての良さを児童
が感じることが可能となるのではないだろうか。以
上のことから国語科との連携を図ることにより、歌
唱共通教材の言葉の難しさを解消するとともに、詩
の良さを感じ取り、音楽科と国語科の両科目におけ
る学習を深めることができると考える。
④児童の曲に対する好みは類似している。
　各学年において、歌唱共通教材に指定されている 4
曲に対する好みについての質問を行った結果、児童の
好む曲、好まない曲について若干の相違はあるもの
の、学年を通して好みは類似しているということが
わかった。好まれている曲は主に、「うみ」「虫の声」「夕
やけこやけ」「春の小川」「茶つみ」「うさぎ」「もみじ」
「こいのぼり」「冬げしき」「おぼろ月夜」「ふるさと」
である。好まれていない曲は「日のまる」「ふじ山」「ま
きばの朝」「子もり歌」「越天楽今様」である。好ま
れていない曲で「子もり歌」以外の 4曲は児童の認
知度が低い傾向であることが明らかになった。特に、
「まきばの朝」「越天楽今様」は曲の良い点を「なし」
と答えている児童が多いことからも、これらの曲へ
の関心の低さをうかがうことができる。しかし、「ス
キーの歌」「冬げしき」など認知していない曲を好ん
でいる結果も出ている。これは児童が聴取した際に、
曲の魅力を感じ取ることができたからと考えられる。
したがって、児童の曲に対する好みに関して、好ま
しいと感じる要因として曲を知っているか否かは大
きな要因であるが、この原因だけで好みを断定する
ことはできない。
　次に、好まれなかった曲について、音楽的な側面
から検証する。まず、「日のまる」について述べる。「日
のまる」はヨナ抜き音階であるが、この「日のまる」
の音の進行について石野は「律音階的である 26」と述
べている。日本古謡である「子もり歌」「越天楽今様」
は、どちらの曲も、律音階の曲である。前述したよ
うに、この 2曲が好まれていない要因の一つとして、
律音階の音色が影響している可能性を考えると、「日
のまる」の律音階的な音の進行も要因の一つと考え
られるのではないだろうか。「日のまる」については
題材への興味が好まれなかった一番の理由としてあ
げられるが、音の進行が律音階的であったというこ
とも理由の一つとして考えることができる。また「ふ
じ山」については、「旋律は定型的で音楽的個性に乏
しい 27」と評しており、「まきばの朝」は「旋律の展
開は同じような音の進行がオクターブ内で続く為単
調である 28」と述べている。児童に好まれていないの
は、題材が身近ではないことも挙げられるが、この
ような音楽的特徴を児童が感じ取ったということも
考えられる。さらに「越天楽今様」については、前
述しているように題材や言葉のわかりにくさが好ま
れなかった理由として考えることができる。「子もり
歌」については、調査結果より曲のもつ雰囲気が心
細く怖いということ、本来の「子もり歌」は子ども
に歌いかける歌であり、児童が斉唱したり 1人で歌っ
たりするものではないという機能的なことが理由と
して考えられる。また、前述したように 2曲ともに
律音階の音色が影響しているともいえる。
Ⅳ．まとめ
　以上、歌唱共通教材について、小学校でのアンケー
ト実施をもとに考察した。教師は、これらの問題点
を踏まえて、歌唱共通教材の指導を改善していく必
要がある。
1）  教師は児童の興味・関心に目を向けた学習を展開
すること。
2）  歌詞（言葉）に関心が向けられる歌唱指導を行う
こと。
3）  指定の枠にとらわれず幅広く唱歌を教材として扱
うこと。
平成 20年告示の学習指導要領より、歌唱共通教材が
多く取り扱われることになると予想される。児童は学
年に応じて、リズムや言葉などの要素に関心を示し
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ていた。まず、教師はこれらを踏まえて、児童の興味・
関心に目を向けた学習の展開を検討するべきである。
また、高学年では歌詞への関心が低いという結果か
ら、言葉に関心が向けられる指導が必要である。こ
れは、言葉の意味を理解するだけでなく、日本語の
美しい発音や日本人の豊かな情操を育成するために
必要である。最後に、教師は歌唱共通教材の現行の
曲を見直すとともに、枠にとらわれず曲を幅広く扱
うべきである。児童から好まれていない唱歌も存在
することも受け止め、歌唱共通教材について再考す
る必要もあろう。歌唱共通教材の枠から外された唱
歌やその他の唱歌などの取り扱いを検討するべきで
はないだろうか。たとえば「村まつり」などは、オ
ノマトペ、擬音語が含まれている。「虫のこえ」につ
いて、児童は虫の鳴き声であるオノマトペ、擬音語
に興味を示しており、「村まつり」の祭囃子のオノマ
トペにも児童が興味を示すと考えられる。また、軽
快なリズムに多くの児童が関心を示しており、祭り
は児童にとって身近な存在であり多くの児童に好ま
れているものと考えられることからも現在扱わなく
なった唱歌を再考することも必要であろう。「音楽文
化の継承」として大人が子どもへ残していきたい唱
歌だけでなく、これからも歌っていきたいと児童が
主体的に感じる唱歌との出会いも大切であり、現在
示されている 24曲の指定の枠にとらわれず幅広く唱
歌を教材として扱うという視点も重要である。
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